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インダストリ分野別コンサルティン
グ組織の整備

NTTデータは、これまで公共・
社会基盤分野、金融分野、法人分野
それぞれの事業部やプロジェクトに
コンサルティング人材を抱え、個々
のお客様にコンサルティングサービ
スを提供してきたが、今般、分野別
のコンサルティング専門組織を新
設・再編した。今回の組織再編では、
各業界の知見を持った社内人材に加
え、外部の専門人財も招き、体制を

強化。現在は、インダストリ分野別
に注力テーマを定め、Foresightの
構想からそれに基づく事業変革、さ
らに必要な組織能力の変革まで、エ
ンドツーエンドでお客様と伴走し、
共に新しい未来を実現すべく取り組
んでいる。
分野横断組織の整備
新設されたテクノロジーコンサル
ティング＆ソリューション分野で
は、CX/Design、EAS（Enterprise 

Application Services）、D&I(Data & 

Intelligence)、Cloudの 4つの領域
を重点とし、各分野・インダストリ
組織に横断的に活用可能なテクノロ

ジーコンサルティングや、アセット
ベースのオファリング創出・展開を
担っている。　

C&A変革本部は、インダストリ別
組織・テクノロジー組織を支える全社

横 断 組 織 だ。
Foresight Design 

Methodの策定・
普及、コンサルティ
ングプロジェクト支
援、ナレッジ /リ
サーチ支援、人材
育成 /採用支援、
情報発信、アセッ
ト整備 /展開など、
全社の組織改革・
行動変革に資する
仕組みを構築・推
進している。

NTT データは、今中期経営計画の戦略に「Foresight 起点のコンサルティング力強化」と「アセットベースのビジネスモデル
への進化」を掲げている。コンサルティング＆アセットビジネス変革本部（C&A 変革本部）は、この二つの戦略の着実な遂行
のために、社長直轄組織として設立。各インダストリ別組織・テクノロジー組織のコンサルティング力強化・アセットベースビジ
ネス進化に向けた事業変革や人材育成の仕組みを全社的に構築し、組織改革・行動変革を推進することをミッションとしている。

1 コンサルティング&アセットビジネス変革本部

Foresight起点のコンサルティング力を
組織全体に浸透させ推進していく

株式会社 NTT データ
コンサルティング & アセットビジネス変革本部

（左）副本部長　野崎 大喜氏

（右）統括部長　新田 龍氏

強化されたコンサルティング
組織体制

図１　コンサルティングサービスの組織体系



29ビジネスコミュニケーション　2023  Vol.60  No.5

特集

Foresight起点のコンサルティングとアセットベースの価値提供による
一気通貫のサービス提供

Foresight起点のコンサルティングとアセットベースの
ビジネスモデルへの進化によるお客様の事業変革への貢献
Foresight起点のコンサルティングとアセットベースの
ビジネスモデルへの進化によるお客様の事業変革への貢献特集

Foresight起点のコンサルティングとアセットベースの価値提供による
一気通貫のサービス提供

Foresight起点のコンサルティングとアセットベースの
ビジネスモデルへの進化によるお客様の事業変革への貢献
Foresight起点のコンサルティングとアセットベースの
ビジネスモデルへの進化によるお客様の事業変革への貢献

グループ会社との連携強化
NTTデータは、NTTデータグルー
プが一体となったコンサルティング
サービスの提供体制整備にも注力し
ている。各省庁の政策対応、環境、
エネルギー、地域に強みを持つNTT

データ経営研究所、製造業のサプラ
イチェーンやプロダクトライフサイ
クルマネジメントで数多くのコンサ
ルティングを手掛けているクニエ、
統計解析や数理最適化などを専門と
するNTTデータ数理システムといっ
た、グループ会社との連携強化を進
めている。

C&A変革本部が現在進めている取
り組みの一部を紹介しよう。

Foresight Design Methodの浸透
「Foresight 起点のコンサルティン
グ」とは、お客様がデジタルを活用
した新たな顧客価値を提供し、それ
を支えるバリューチェーンを実現す
る た め の 将 来 の あ る べ き 姿
（Foresight）を設定し、そこに向け
た事業変革をお客様とともに進めて
いこうとするものである。

ペーパーを、これまでに 6つの業
界に向けて作成し、公式 HPに掲載
している。
また、News Picksなどの社外メ
ディアを経由して、各業界の有識者
と自社の業界別リーダーが、業界の
将来像などについて語る対談記事を
発信している。
さらに、講演活動やイベントへの参
加なども積極的に行い、NTTデータ
の考える業界将来像を発信している。
このような形で積極的に Foresight

の発信に取組んだ結果、お客様との
タッチポイントにも変化が見られる
ようになってきている。これまで
NTTデータが取り組むシステム開発
の場合、相対するお客様はシステム
部門で閉じていることがほとんどで
あったが、お客様の業界の未来像を
構想し発信することで、ビジネスサ
イドの経営層の方々ともディスカッ
ションさせていただく機会が増えて
きている。
アカデミア連携
将来を見通していくためには、デ
ジタル変革における最新の知見を常
に取り入れる必要がある。C&A変
革本部では、そのひとつの取り組み
として、海外で活躍するデジタル変
革有識者との連携を進めている。
ダートマス大学タックビジネスス

クール教授のロン・アドナ̶氏やスタ
ンフォード大学経営大学院のロバー
ト・シーゲル氏など、先進研究者や
海外ビジネススクールの気鋭の教授
らとの関係を構築し、デジタル変革
に関る自社の知見の洗練とプレゼン
ス向上のための取り組みを強化して
いる。さらに、これらの有識者の最
新書籍を翻訳出版するプロジェクトや
山口副社長との対談記事・動画の

そのための方法論として、C&A

変 革 本 部 は、Foresight Design 

Methodを策定した。このメソッド
では、お客様のビジネスの現状を紐
解いた上で、環境の変化、デジタル
テクノロジーの変化への洞察と、お
客様のパーパス・ミッション・バ
リュー・強みを踏まえて、デジタル
テクノロジーを活用して誰にどのよ
うな新しいサービスの価値を提供す
るか、そのためにバリューチェーン
をどのように変革していくかを明確
化する。そして、NTTデータなら
ではの提供価値と実現方法を検討し
て実現計画に落とし込んでいく。

C&A変革本部は、このメソッドの
現場浸透と実践を目的に、研修や対
話型イベントを実施している。具体
的には、メソッドの考え方や活用事
例を解説した動画の配信、現場社員
との Q&Aイベントやリーダークラ
スへの対面研修の開講など、様々な
方法で Foresight活動の浸透の仕組
みを提供している。このような取り
組みは、C&A変革本部が運営する社
内ポータルから毎週発信し、社員へ
の認知向上と実践に貢献している。
Foresightの外部発信強化

C&A変革本部や
各インダストリ分野
では、自社のビジネ
スで各業界をけん引
するリーダーが考え
る Foresightを、外
部発信する取り組み
を行っている。
具体的には、業界
の変化や課題、NTT

データの提案やソ
リューションなど
を示したホワイト図２　ホワイトペーパー例

社内外に Foresight 起点の
コンサルティング浸透を図る
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配信を通じて、最新のデジタル変革
に関する知見の発信も行っている。

NTTデータが注力するコンサル
ティング領域に関するこれまでの実
績や取り組みについて、いくつかご
紹介しよう。
Data & Intelligence

Data & Intelligence領域において
は、長年に渡り手掛けてきたノウハ
ウを集約し、データ活用の変革構想、
継続的データ分析・活用、基盤構築、
ガバナンス、データ活用組織の立上
げ・人材育成までを一貫してサポー
トする「デジタルサクセスプログラ
ムＲ」を提供している。
同プログラムに関連し、2022年

10月には、デジタル活用と事業変
革を複数の企業で学び合う共育・共
創の場として「デジタルサクセス・
アカデミー」を開始した。
デジタル人財の社内育成に関して
は、多くの企業が「研修が一過性で
学びが定着しない」「学びを実践す
る業務機会が少ない」などの課題を
抱えている。
そこで、DX推進を担う多様な人

財が複数の企業から集まる場を形成
し、参加企業が抱える実際の DX

テーマに取り組みながら、「研修受
講によるインプット・職場実践によ
るアウトプット・実践課題の検討」
を繰り返すことで、確実なスキル
アップを図りつつ、企業の DXテー
マを推進する“生きた学びと実践の
機会”を創出する。
このような営みを通じて参加者の

DXノウハウやスキル向上を図ると
ともに、企業間交流の促進に伴う競
争や業際ビジネスの創出・拡大につ
なげていく。
グリーン・サステナビリティ
幅広い企業から注目されているグ
リーンコンサルティングについて
は、グループ会社のクニエ、NTT

データ経営研究所と連携して進めて
いる。
例えば、調達原料や外注加工を含
む製造プロセス全体を網羅して最終
製 品 別 の Carbon Footprint of 

Product（CFP）算出を行い、社内
の管理会計・経営管理の仕組みと連
携させることが可能な CFP管理基
盤を、お客様企業と共同で開発して
きた。
また、サプライヤーごとの排出量

削減を反映することのできる「総排
出量配分方式」を用いた温室効果ガ
ス排出量可視化プラットフォーム
「C-TurtleTM」を構築し、サプライ
チェーン全体での排出量削減に向け
た戦略策定から実行までの支援を手
掛けている。
ビジネスデザイン
イノベーション創出メソッドとし
てグローバルで用いられている
「FORTH Innovation Method」と、
NTTデータが開発したビジネス創
出ドリル「Business Design Sprint

（BDS）」を活用した、アイディア創
出ワークショップの展開やビジネス
デザイン・サービスデザインコンサ
ルティングを行っている。
また、自動運転自体の新たな移動
体験というモビリティの未来構想か
ら自社サービスとして立ち上げた観
光MaaS「モビコマ TM」は、お客様
との共創によりβ版から商用提供へ
と展開が進んでいるところだ。
サプライチェーンマネジメント

（SCM）
企業の壁を越えた部品需給適正化
や企業全体でのサプライチェーン最
適化の支援を行っている。
クニエのビジネスコンサルティン
グ力と、企業間や業務プロセス間で
の情報活用を推進するプラット
フォーム「iQuattro®」を組み合わせ、
企業間連携に伴う情報の可視化・共
有化を、業務設計から実装・サービ
ス提供まで一気通貫で推進している。
社会ソリューション
官公庁や自治体に向け、従来の情
報システムの開発・運用に加え、デ
ジタル変革をサポートするコンサル
ティングを行っている。
山形県酒田市では、NTTデータ図３　GHG 排出量可視化プラットフォーム「C-TurtleTM」

注力コンサルティング領域に
おける取組事例
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経営研究所と共同で市民参画型リビ
ングラボなどに取り組み、地域 DX

を推進している。
また、「自治体業務の共通化やデ
ジタル化を実現するプラットフォー
ムのトライアル（茨城県行方市・つ
くば市）」や「社会問題解決に向け
産学官民連携プロジェクトに取り組
む“佐渡島自然共生ラボ”の開設 (

新潟県佐渡市 )」などに取り組んで
いる。

注力インダストリの Foresightと
その実現へ向けたアセットベースの
ビジネス活動についても紹介してお
こう。
防災・レジリエンス
公共・社会分野の注
力インダストリ領域の
ひとつである防災・レ
ジリエンス分野では、避
難行動や行政・企業の
意思決定、地域の助け
合いなどをイノベー
ションし、災害対応力
の高いハイレジリエン

定。2030年においては、環境変化・
テクノロジー進歩により、日常生活
の中で自然とデータが取得・分析さ
れ、無理なく自分らしく健康で若々
しくあり続けられる未来のヘルスケ
ア社会が実現するという Foresight

を構想している。
2002年以来、企業の産業保健業
務や健康経営を支援するサービスと
して、クラウド型健康管理ソリュー
ション Health Data Bankを運用し
て き た が、2023 年 3 月 に は、
Health Data Bank に蓄積された
NTTデータの社員モニター約 600
名分の健康診断データやウェアラブ
ル端末から得られる歩数、睡眠など
のデータをラボ利用企業に提供し、
利用企業がそれらのデータを利用し
て商品・サービスなどの企画や評価
に活用することができる仕組みとし
て「Health Data BankＲ共創実証ラ
ボ」を開設。
ラボ利用企業と健康データの活用
に伴うベネフィットを体感・実感で
きるサービスを協創することで、生
活者が健康データを活用してウェル
ビーイングを実現することが当たり
前になる未来社会の実現を目指して
いく。
保険
金融分野では、注力インダストリ

ト社会を構築するという Foresight

を提言。中央省庁や地方自治体、民
間企業などとのディスカッションを
進めている。
また、災害対策における、情報収
集、意思決定、応急対応、復旧・復
興などの全てのフェーズにおいて、
デジタル技術を用いて迅速で的確な
災害対応を支援するプラットフォー
ム「D-Resilio」を構築し、活用を促
進している。
ヘルスケア
同じく公共・社会分野の注力イン
ダストリ領域であるヘルスケアにお
いては、「健康データを中心とする
ウェルビーイング経済圏の共創」に
向け、NTTデータが考える 2030
年のヘルスケアのあるべき姿を策

図５　2030 年のヘルスケアの世界観

図 4　酒田市リビングラボ

注力インダストリ領域の
Foresight とアセット



32 ビジネスコミュニケーション　2023  Vol.60  No.5

特集

Foresight起点のコンサルティングとアセットベースの価値提供による
一気通貫のサービス提供

Foresight起点のコンサルティングとアセットベースの
ビジネスモデルへの進化によるお客様の事業変革への貢献
Foresight起点のコンサルティングとアセットベースの
ビジネスモデルへの進化によるお客様の事業変革への貢献特集

Foresight起点のコンサルティングとアセットベースの価値提供による
一気通貫のサービス提供

Foresight起点のコンサルティングとアセットベースの
ビジネスモデルへの進化によるお客様の事業変革への貢献
Foresight起点のコンサルティングとアセットベースの
ビジネスモデルへの進化によるお客様の事業変革への貢献

領域として、保険領域にて Foresight

策定・発信、共創ラボ棟の顧客提案
が進行中である。
同領域では、保険業界の目指す姿
は「保険契約者一人ひとりの安心・
安全、万一の保障の高度化に加え、
生活者、家族や友人、あらゆる生命
を脈々とつなぎ合わせ新たな健康体
験を創造し、持続的な社会・充実し
た人生を提供するウェルビーイング
伴走パートナーとなる」ことである
と考え、Foresightを策定している。
また、ヘルスケア領域とも連携し、
未来のヘルスケアジャーニーを体感
し将来ビジネスをお客様と創出する
ことを目指した「ヘルスケア共創ラ
ボ」を 2022年 12月にオープンし
た。スマートフォンで写真を撮るだ
けでヘモグロビンの量などから健康
状態を数値化・可視化するなどの最
先端のテクノロジーを、お客様にも
実際に見て触れていただき、ディス
カッションしながら新たなビジネ
ス・サービスの創出につなげていく
ことを目指している。
モビリティ
法人分野の注力インダストリ領域
のひとつは、100年に一度の大変

革期と言われている自動車業界を中
心としたモビリティである。
モビリティ領域では「CASE/

MaaS時代の新たな移動体験と EV

エコノミーの実現」のために、自動
運転時代における移動価値を再定
義。EV時代に向けて、エネルギー
シェア /カーボンクレジットなどを
原資とした新たな経済圏の確立を目
指し、顧客と共創を進めている。
なお、同領域では自動運転時代に
おける新たなモビリティサービス市
場形成には、多様な業界が協力して
横断的な仕組みを構築し情報連携や
一貫したコントロールを行うこと、
多様なデータを総合的に活用するこ
とでユーザーの行動変容を促し新し

い価値を創出し続けていくことがポ
イントとなると考えており、CX（顧
客接点関連サービス）、MX（自動運
転を主軸とするモビリティサービ
ス）、EX（EVを主軸とするエネルギー
サービス）という 3つの戦略領域を
設定し新市場に貢献していく。
食品・消費財
食品領域においてもデジタル化の
波が押し寄せ、FoodTechが加速し
ている。このような中で、業界が
DXを進めるうえで特に重要とされ
ていることは、健康課題を背景とし
てパーソナライズ化が進む生活者接
点のデジタル化であり、これを起点
に食品分野のバリューチェーン全体
の DXが加速していることが予見さ
れる。
こうした Foresightを下敷きに、

「生活に寄り添ったウェルビーイン
グの実現」のため、より生活者にパー
ソナライズされたウェルビーング
サービスをリテーラー、直販・D2C

などのマルチチャネル（チャネルレ
ス）で提供。多品種小ロット短サイ
クル化するプロダクトにおける
SCM課題解決策も合わせて提供し
ている。
その取り組みの一つとして、

Food & Wellnessプラットフォーム

図 7　Food & Wellness プラットフォーム

図６　ヘルスケア共創ラボ
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では、NTTデータ社員 1200名の
健診データ、ゲノムデータ、バイタ
ルデータなどを整備し、食と健康に
関するパーソナライゼーションの有
効性検証が可能な PoC環境の提供
を行っている。
製薬・ライフサイエンス
製薬領域では、患者中心の医療体
験（Medical Experience）が求めら
れている中で、新たなバリュー
チェーンの構築を通して、予防から
治療、予後まで一貫して患者の体験
を支援するとともに、創薬や治験の
バリューチェーン改革により、画期
的創薬を実現し患者が享受する価値
を最大化できるような取り組みを進
めている。
製薬企業と医療機関による治験プ
ロセスをつなぐ業界横断型のプラッ
トフォーム「PhambieLINQ」では、
製薬会社における治験の計画から申
請データの作成・収集までをワンス
トップでサポートする他、派生する
ドキュメントの自動生成や、オント
ロジーを用いたデータ入力ナビゲー
ションなど、デジタル技術を駆使し
て作業負担の大幅軽減の実現を目指

「スローリテール」の考えだ。
一方で、消費者同士（C2C）のコ
ミュニケーションの中で商品が選別
される中では、企業は C2Cコミュ
ニケーションと一体となった「B 

with C2C」の世界を構築すること
が必要となる。こうした仮説のもと、
小売領域では個人を中心に消費者と
ブランドをつなぐセレクト型の
C2Cコマースプラットフォーム
「Lectit」を提供している。

C&A変革本部として昨年 7月以
来取り組んできた Foresight Design 

Methodの社内への浸透は徐々に進
み、社員の意識も高まってきた。今
後は、実際に現場で実務を行う社員
ひとりひとりが Foresight起点のコ
ンサルティングやアセットベースの
ビジネス活動を実践していくフェー
ズに入っていくこととなる。
さらに、本年度からはグローバル
での取り組み、サポートにも取り組
んでいく予定だ。
中期経営計画の基本方針である、
未来に向けた価値を作り、様々な
人々をテクノロジーでつなぐことで
お客様とともにサステナブルな社会
を実現していくために、Foresight

起点のコンサルティング力の強化と
アセットベースのビジネスモデルへ
の進化は、欠かすことのできない重
要な企業活動だ。
グローバルを含めた全社員の意識
がお客様の Foresightへと向き、従
来の仕事のやり方にとらわれないア
セットベースのビジネスモデルに進
化していくよう、サポートし推進し
ていきたい。

す。また、製薬企業と共同で、各種
法規制に対応する治験使用薬の情報
管理システムの構築も行った。
小売・流通
小売領域では、生活者の消費行動
が自己実現の達成に向かい、商品の
ヒットやロイヤリティの向上には
生活者の感情を揺さぶるような価
値の提供が求められるようになって
きている。こうしたトレンドを受け
て、同領域では「心動かされる特別
な消費者体験企業と生活者の新たな
関係性構築の実現」を業界のあるべ
き姿に掲げ、効率性重視と併走した、
緩やかなつながりと時間を重視した
コミュニティ形成の追求を目指して
いる。
このような“あるべき姿”を実現
するためのキーコンセプトが「ス
ローリテール」である。　消費者の
精神的な側面に着目して、心が豊か
になる、人とつながることができる、
自己実現ができるという状態を目指
し、店舗が消費者のコミュニケー
ション接点となり、消費者同士のコ
ミュニケーションを生み出していく
ようなサービスを提供していくのが

図 8　企業と消費者のコミュニケーション

全社員の Foresight 起点の
コンサルティング力強化へ向けて


